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報道関係各位 

2016年9月9日 

公益財団法人 日本英語検定協会 
    

英検テストファミリー 

2015年度で累計志願者数 1億人を突破！ 
～1963年の実用英語技能検定の開始以来～ 

 
 

 

公益財団法人 日本英語検定協会 （理事長：松川孝一、所在地：東京都新宿区、以下、「英検協会」）は、このたび英検テストファ

ミリー（※1）の累計志願者数が、 昨年度、2015年度（平成27年度）で1億人を突破したことが集計結果により明らかになりましたので

速報としてお知らせいたします。英検テストファミリーとは、「実用英語技能検定」「英検IBA」および「英検Jr.」を総称したもので、2014年の

CSE（※2）の開発により、英検協会の検定試験が継ぎ目のない統一スコアで測定できるようになったことから、翌2015年に英検に関わるす

べての試験を統一ブランドとし、リブランディングを図りました。 
 

※1 「英検テストブランドを統一」  2014年12月19日 www.eiken.or.jp/association/info/2014/pdf/20141219_pressrelease_iba-jr.pdf 

※2 「CSEの開発について」 2014年９月1日 www.eiken.or.jp/association/info/2014/pdf/0901/20140901_pressrelease_01.pdf 

 「CSE2.0の開発」  2015年12月18日 www.eiken.or.jp/association/association/info/2015/pdf/20151218_pressrelease_CSE2.pdf 

 
 

2015年度英検テストファミリー 累計志願者数  101,350,143名 

 

【これまでの歩み】 

今から遡ること53年前、1963年8月に当時の文部省（現 文部科学省）の後援をうけ、「実用英語技能検定」の第1回が全国47都

市で実施されました。当時は1級、2級、3級の3つの級で総志願者数は37,663名でした。以来、時代の流れとともに「実用英語技能

検定」も変革を遂げ、学習指導要領に準拠しながら現行の実施モデルとなりました。「英検Jr.」におきましては、幼児・児童に向けた早期

英語教育の重要性が言われ始めた1994年に「児童英検」として産声を上げ、その後オンライン版での提供など時代に即して変革を遂げ

てまいりました。また「英検IBA」におきましては、2003年、実用英語技能検定の良質な試験問題を利用した手軽な能力判定テストを

開発して欲しいといったご要望を、学校や自治体等の各教育機関から頂戴し、それを受けて、実用英語技能検定のプレテストの位置づ

けで「英語能力判定テスト」として実施開始となりました。なお次頁にて英検ファミリーの各試験の変遷を記載させていただきましたので、こ

ちらも併せてご高覧願います。 

 

【今後につきまして】 

上述の通り、1964年の東京オリンピック開催直前にまずは実用英語技能検定が産声をあげましたが、今また東京オリンピックを迎えようとす

るこの時期に、英検テストファミリーとして総志願者が1億人に達したことに、深い感慨をもっております。これまで受験いただいた皆様、また

実施に関わっていただいた関係各位に感謝の意をお伝えしたいところです。そして、未来を見据え、この「1億人」を通過点として、これからも

学習者の英語能力向上に寄与すると共に、常に、その時代時代に即した英語技能検定試験の提供と、英語教育の発展のため、一層精

進してまいります。 

 

＜本件の問い合わせ先＞ 

公益財団法人 日本英語検定協会 広報課 板津 敏 

TEL：03-3266-6840 FAX：03-3266-6570   E-mail: kouhou21@eiken.or.jp 

 速報！ 

http://www.eiken.or.jp/association/info/2014/pdf/20141219_pressrelease_iba-jr.pdf
http://www.eiken.or.jp/association/info/2014/pdf/0901/20140901_pressrelease_01.pdf
http://www.eiken.or.jp/association/association/info/2015/pdf/20151218_pressrelease_CSE2.pdf
mailto:kouhou21@eiken.or.jp
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＜英検テストファミリーの主な変遷＞ 

 

 
 

 

＜英検テストファミリーの各検定開始時の資料＞ 
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■公益財団法人 日本英語検定協会について 

公益財団法人 日本英語検定協会は、「実用英語の普及と向上」を目的に1963 年に設立されました。以来、実用英語技能

検定の実施・運営のほか、児童向けの「英検Jr.（旧・児童英検）」やビジネスパーソン向け英語能力テスト「BULATS（ブラッ

ツ）」、留学・海外移住のための英語運用能力試験である「IELTS（アイエルツ）」、さらには英語教育に関する優秀な研究企

画に助成金を交付する「英検研究助成」制度など、実用英語の普及・向上に向けた様々な取り組みを展開しています。2012 

年4 月、内閣府からの認定書交付を受けて正式な団体名称を「公益財団法人日本英語検定協会」に改めています。 

英検協会ウェブサイト：http://www.eiken.or.jp/ 

1963 (昭和38年） 日本英語検定協会創設。第1回実用英語技能検定（1、2、3級）実施

1966 (昭和41年) 実用英語技能検定 4級を新設

1987 (昭和62年) 実用英語技能検定 準1級、5級を新設

実用英語技能検定 準2級を新設

第1回児童英検（現 英検Jr.)を実施

2001 (平成13年) 全級(1級～5級)を年3回実施

2003 (平成14年) 英語能力判定テスト（現 英検IBA）を提供開始

2009 (平成21年) 児童英検（現 英検Jr.) オンライン版リリース

2014 (平成26年) CEFRと対応したユニバーサルな尺度 CSE1.0を開発

大学入試に対応し、4技能を評価できるCSE2.0を開発、提供開始

「英検テストファミリー」に統一（児童英検から「英検Jr.」、英語能力判定テストから「英検IBA」）

1994 (平成6年)

2015 (平成27年)

第1回 実用英語技能検定 

当時のポスター 

ポスター・協会記事＞ 

児童英検（現 英検Jr.）開始時の英検協会新聞 第1回 実用英語技能検定 

終了時の英検協会新聞 

ポスター・協会記事＞ 

http://www.eiken.or.jp/

